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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】

渦 巻 き 曲 線 の 外 周 に 沿 っ て 複 数 の 車 輪 を 取 り 付 け 、 渦 巻 き 曲 線 の 中 心 を 荷 重 の 作 用 点 と す
る 回 転 体 に 取 手 を 取 付 け た テ コ で 、
上 記 回 転 体 の 形 状 を 、 上 記 取 手 を 上 下 動 し て 上 記 回 転 体 が 回 転 し 、 支 点 の 位 置 が 上 記 荷 重
の 作 用 点 に 近 い 位 置 か ら 次 第 に 離 れ て 先 頭 へ 移 動 す る 任 意 の 位 置 に お い て 、 上 記 作 用 点 を
通 る 鉛 直 線 す な わ ち 荷 重 の 作 用 線 と 支 点 ま で の 距 離 が 一 定 で あ り 、 力 の モ ー メ ン ト を 一 定
に 保 つ よ う な 渦 巻 き 曲 線 の 形 状 と す る こ と で 、 荷 重 を 上 下 動 さ せ る 任 意 の 位 置 に お い て 一
定 の 力 で 荷 重 の 作 用 点 を 移 動 さ せ ず に 垂 直 方 向 に 上 下 動 さ せ る こ と を 特 徴 と す る テ コ 。
【 請 求 項 ２ 】

片 方 の 端 部 に 請 求 項 １ の テ コ を 取 り 付 け て 段 差 の 下 の 地 面 に 、 他 方 の 端 部 を 段 差 の 上 に 設
置 し て 、 テ コ を 回 転 す る こ と に よ り 長 手 方 向 を 水 平 に し た り 傾 斜 さ せ た り す る ス ロ ー プ 板
に お い て 、
ス ロ ー プ 板 端 部 と 請 求 項 １ の テ コ と が 接 続 さ れ る 接 続 軸 す な わ ち 渦 巻 き 曲 線 の 中 心 を 通 る



鉛 直 線 が 、 渦 巻 き 曲 線 の 外 周 の 複 数 個 の 車 輪 の う ち 接 地 す る ２ つ の 車 輪 の 間 を 通 る よ う に
し て 、 ス ロ ー プ 板 の 地 面 側 の 高 さ を 地 面 の 高 さ の 他 に 上 記 複 数 個 の 高 さ に 固 定 す る こ と が
で き 、 渦 巻 車 輪 の 接 地 点 と 渦 巻 き 曲 線 の 回 転 中 心 を 通 る 鉛 直 線 と の 距 離 を 一 定 に し て 一 定
の 力 で ス ロ ー プ 板 の 地 面 側 端 部 を 移 動 さ せ ず に 上 下 動 す る こ と を 特 徴 と す る テ コ
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ の テ コ の 渦 巻 き 曲 線 の 外 周 の 複 数 個 の 車 輪 の う ち 先 端 の 車 輪 の 回 転 軸 に 新 た な 請
求 項 ２ の テ コ の 渦 巻 き 曲 線 の 中 心 を 回 転 可 能 な 状 態 で 接 続 し て 複 数 個 の 請 求 項 ２ の テ コ を
連 鎖 す る テ コ で 、
上 記 連 鎖 す る テ コ を 構 成 す る 請 求 項 ２ の テ コ の 取 手 の そ れ ぞ れ を ほ ぼ ９ ０ 度 の 回 転 さ せ る
こ と で 、 上 記 連 鎖 す る テ コ を 構 成 す る 全 て の 請 求 項 ２ の テ コ の 渦 巻 き 曲 線 の 外 周 の 車 輪 が
、 地 面 と ほ ぼ 平 行 で 一 直 線 に 並 ん だ 状 態 か ら 、 地 面 と ほ ぼ 垂 直 で 一 直 線 に 並 ん だ 状 態 に し
て ス ロ ー プ 板 の 地 面 側 端 部 を 移 動 さ せ ず に 上 下 動 す る こ と を 特 徴 と す る テ コ
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ２ の テ コ を 荷 台 の ４ 隅 に 取 り 付 け た 台 車 で 、 上 記 請 求 項 ２ の テ コ の 渦 巻 き 曲 線 の 外
周 に 取 り 付 け た 複 数 の 車 輪 の う ち 末 端 の 車 輪 を 自 在 輪 に す る こ と に よ り 方 向 転 換 が 自 由 に
出 来 て 走 行 す る 台 車 で 、
自 在 輪 の 旋 回 軸 と 平 行 で 自 在 輪 の 回 転 軸 に 直 角 な 回 転 軸 を 中 心 に し て 回 転 す る 案 内 車 輪 を
車 輪 枠 の 自 在 輪 側 に 自 在 輪 と 直 角 に 取 り 付 け 、
自 在 輪 の 旋 回 軸 が 地 面 と 平 行 で 車 輪 の 自 在 輪 の 回 転 軸 が 旋 回 軸 よ り 下 位 に あ っ て 接 地 す る
と き 、 自 在 輪 よ り 先 に 上 記 案 内 車 輪 が 接 地 し 、 自 在 輪 が 旋 回 し て 自 在 輪 の 回 転 軸 が 旋 回 軸
よ り 上 位 に あ る 状 態 に し て 、 端 部 が 移 動 せ ず に 上 下 動 す る こ と を 特 徴 と す る 台 車 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ の テ コ 先 端 の 渦 巻 き 形 状 の 末 端 に 摩 擦 部 が 取 り 付 く 回 転 体 を 、 車 椅 子 の 前 後 輪 の
間 に 平 地 走 行 時 に 接 地 し な い よ う に し て 取 り 付 け て 階 段 を 昇 降 す る よ う に し た 車 椅 子 で 、
階 段 を 昇 降 時 に 車 椅 子 の 前 方 の 蹴 込 み に 当 接 す る 車 輪 の 後 方 の 接 近 し た 位 置 で 且 つ 回 転 し
て も 前 方 の 蹴 込 み に 当 た ら な い 位 置 に 上 記 回 転 体 を 取 り 付 け て 、
上 記 回 転 体 が 平 地 走 行 時 に 接 地 し な い 状 態 で 静 止 し 、 階 段 昇 降 時 に 前 方 の 蹴 込 み に 当 た っ
た と き 蹴 込 み よ り 離 れ た 位 置 で 回 転 し 始 め 、 車 体 を 移 動 さ せ ず に 上 昇 さ せ た 後 は 前 進 し な
が ら 上 段 側 に 倒 れ て 上 段 に 乗 り 移 る よ う に し て 、 １ 回 転 し た あ と は 平 地 走 行 時 の 接 地 し な
い 状 態 で 静 止 す る よ う に し た 階 段 を 昇 降 す る 車 椅 子 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 １ ０ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(3) JP 2006-306370 A5 2007.5.31



【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
第 ３ の 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 に つ い て 述 べ る 。 車 輪 回 転 軸 の 両 端 に を 取 り
付 け た 階 段 を 昇 降 す る 車 を 考 え る と き 、 平 地 走 行 で 方 向 を 自 由 に 変 え て 走 行 す る に は 左 右
の 両 輪 は 別 々 に 回 転 す る 必 要 が あ り 、 車 輪 回 転 軸 の 中 間 に は 差 動 装 置 を 取 り 付 け る 必 要 が
あ る 。 し か し 階 段 を 昇 段 す る 場 合 、 左 右 両 輪 は 同 時 に 昇 段 を 開 始 し 終 了 し な け れ ば 、 車 体
は 左 右 に 傾 き 片 方 だ け が 昇 段 し 他 方 が 落 段 す る よ う な 状 態 に な り 車 体 は 階 段 内 で 転 倒 す る
こ と に な る 。 こ の よ う な 事 故 を 防 ぐ に は 別 の 車 軸 を 車 体 に 取 り 付 け 、 こ の 車 軸 の 両 端 に 歯
車 を 固 定 し て 取 り 付 け 、 こ れ と 左 右 両 方 の 渦 巻 き 車 輪 枠 の そ れ ぞ れ に 取 り 付 け た 歯 車 を 連
動 さ せ て 一 体 に し 、 階 段 内 で は 左 右 の 同 時 に 動 く よ う に し て 、 ま た 車 体 に 取
り 付 け た 車 軸 に ブ レ ー キ を 取 り 付 け 渦 巻 き 車 輪 枠 に か け ら れ た ブ レ ー キ が 解 除 さ れ る 時 に
ブ レ ー キ を か け る よ う に し て 渦 巻 き 車 輪 の 回 転 の 任 意 の 瞬 間 に 静 止 さ せ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
図 1(ａ )は ス ロ ー プ を 駆 け 上 が る 車 輪 を し め し 、 車 輪 が 小 さ い 場 合 で 、 図 1(ｂ )は 車 輪
が 大 き い 場 合 で あ る 。 図 1(ｃ )は 車 輪 外 周 が 渦 巻 き 曲 線 の 車 輪 が 平 地 走 行 す る 状 態 を し め
す 。 図 １ に お い て Ｘ Ｘ は ス ロ ー プ 、 Ｙ Ｙ は 車 軸 を 通 る 鉛 直 線 、 Ｚ Ｚ は 接 地 点 を 通 る 鉛 直 線
、 Ｗ Ｗ は 車 軸 と 接 地 点 を 結 ぶ 直 線 、 Ｓ は 直 線 Ｙ Ｙ と 直 線 Ｚ Ｚ の 間 の 距 離 、 Θ は ス ロ ー プ の
勾 配 を し め す 。  
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
図 1(ｃ )に し め す よ う に 車 輪 外 周 が 渦 巻 き 曲 線 の 車 輪 は 回 転 に 伴 い 車 輪 径 が 増 加 す る 。 渦
巻 き 曲 線 の 外 周 に 複 数 個 車 輪 を 取 り 付 け た 場 合 、 接 地 点 は １ か 所 で は な く ２ か 所 に な り 、
２ つ の 接 地 点 の 距 離 Ｓ が 　 図 1(ａ )（ ｂ ） に 述 べ た Ｓ と 同 じ 長 さ で あ れ ば 、 図 1(ａ )（ ｂ ）
の ス ロ ー プ を 登 坂 す る 回 転 力 で 図 １ （ ｃ ） の 渦 巻 き 車 輪 は 止 ま る こ と な く 回 転 し 車 軸 を 上
昇 さ せ る こ と が で き る 。 接 地 す る 2つ の 車 輪 と 車 軸 の 3点 で 形 成 さ れ る 直 角 三 角 形 に お い て
直 角 三 角 形 の 高 さ Ｓ が 常 に 一 定 で あ れ ば 、 終 始 一 定 の 回 転 力 で 渦 巻 き 車 輪 は 回 転 す る 。 直
角 三 角 形 の 高 さ Ｓ が 常 に 一 定 で あ る と き 、 車 輪 径 が 大 き く な れ ば な る ほ ど 直 角 三 角 形 の 底
辺 と 斜 辺 の 長 さ の 差 は 少 な く な り 、 渦 巻 き 曲 線 は 回 転 の 始 ま り に お い て 半 径 の 増 加 は 大 き
く 、 回 転 の 終 わ り に お い て は 半 径 の 増 加 は 少 な く 、 渦 巻 き 曲 線 は 限 り な く 円 に 近 づ く 。 同
じ 回 転 角 で ア ル キ メ デ ス の 渦 巻 き 曲 線 と は 異 な る も の で あ る 。  
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
図 ７ は 渦 巻 き 曲 線 の 外 周 に 複 数 の 車 輪 を 取 り 付 け た 渦 巻 き 車 輪 を 、 電 動 車 椅 子 に 取 り 付 け
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渦 巻 き 車 輪

渦 巻 き 車 輪 が

径 径

半 径 が 同 じ 増 加 を す る



た 介 助 者 付 の 階 段 を 昇 降 す る 電 動 車 椅 子 で 、 駆 動 輪 に 接 近 し て 渦 巻 き 車 輪 を 取 り 付 け 、 渦
巻 き 車 輪 は 階 段 の 蹴 込 み に 当 た ら な い 位 置 で 回 転 し 、 車 体 を 垂 直 に 上 昇 さ せ る こ と を 特 徴
と し て い る 。 ま た 先 行 の 駆 動 輪 に は 、 車 輪 と 噛 み 合 い 上 段 の ス テ ッ プ を え て 昇 段 中 の 車
体 の 姿 勢 を 安 定 さ せ る 装 置 が 取 り 付 く 。 図 ７ （ ａ ） は 平 地 走 行 状 態 で 渦 巻 き 車 輪 は 横 に な
っ た 状 態 で 接 地 せ ず に 静 止 し て い る 。 駆 動 輪 と 渦 巻 き 車 輪 は そ れ ぞ れ 別 々 の モ ー タ ー で 駆
動 し 、 先 行 の 駆 動 輪 は 運 転 中 停 止 す る こ と な く 、 昇 段 中 も 回 転 し て い る 。 後 続 の 渦 巻 き 車
輪 は 前 方 の ａ 接 点 の リ ミ ッ ト ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ が 階 段 の 蹴 込 み に 当 た れ ば 起 動 し 、 渦 巻 き 車
輪 が １ 回 転 す る と ｂ 接 点 の リ ミ ッ ト ス イ ッ チ が 当 た り ２ ３ に 当 た っ て 停 止 す る 。 図 ７ （ ｂ
） は 昇 段 直 前 の 状 態 を 示 し 、 上 段 の ス テ ッ プ 面 を え る 装 置 が 外 れ る 瞬 間 を 図 示 し て い る
。 車 体 側 の 接 続 軸 を 中 心 に 回 転 す る ア ー ム Ｎ １ に は 爪 プ レ ー ト Ｎ ２ が 取 り 付 き 、 昇 段 の 開
始 時 に 爪 プ レ ー ト 先 端 の 爪 ２ １ が 駆 動 輪 に 接 触 す る と 、 爪 ２ １ は 車 輪 に 巻 き 込 ま れ て 、 ア
ー ム Ｎ ２ は 下 へ 回 転 し 爪 プ レ ー ト の 他 端 の ガ イ ド ロ ー ラ ー ２ ２ は 上 段 の ス テ ッ プ 面 を 押 さ
え つ け る こ と に な る 。 ア ー ム Ｎ １ は 車 体 側 車 体 側 接 続 軸 Ｎ が 車 軸 １ よ り 下 に 位 置 す る た め
、 ア ー ム Ｎ １ の 他 端 の 接 続 軸 は ア ー ム の 回 転 に 伴 い 車 輪 か ら 離 れ 、 爪 ２ １ も 車 輪 か ら 離 れ
る 。 駆 動 輪 が 昇 段 直 前 に は 引 き バ ネ ９ に よ っ て 装 置 は 初 期 状 態 に 戻 る 。
図 ７ （ ｃ ） は 、 図 ７ （ ａ ） （ ｂ ） の 駆 動 輪 と 渦 巻 き 車 輪 の 組 み 合 わ せ を 車 体 下 に 取 り 付 け
、 車 体 が 壁 に 取 り 付 け た レ ー ル を つ か ん で 姿 勢 を 制 御 す る 階 段 昇 降 車 で 、 レ ー ル に は 横 転
方 向 の 力 し か か か ら ず 鉛 直 方 向 の 負 荷 は 渦 巻 き 車 輪 が 負 担 す る た め 、 通 常 の 階 段 昇 降 車 の
よ う に レ ー ル に 全 体 重 を か け る よ う な こ と は な く 、 あ る い は 階 段 上 に レ ー ル を 取 り 付 け る
必 要 も な い 。  
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